
  一般社団法人 日本有機資源協会
Japan Organics Recycling Association

地球の未来を守るために　一般社団法人日本有機資源協会は、産業界・学界・国・地方自治体等の連
携のもと、現場の知恵や情報を幅広く結集させ、バイオマスの総合的な利活
用の促進を図るための活動に積極的に取り組んでいます。
　これらの活動をより効果的に拡げるために、協会の事業や運営に参画・協
力・賛同していただける法人・団体・個人等を広く募集しています。

［会員の特典］
 ● 最新のバイオマスに関する国等の関連政策や補助事業、委託事業等の情報が得ら
れます。

 ● 協会が主催するセミナー類（バイオマスサロン、テクノフォーラム等）、人材育
成プログラム、国内・海外視察といった各種イベントに、会員特別価格で優先
して参加できます。

 ● 協会発行の各種書籍を会員特別価格で購入できます。
 ● 協会の「相談室」でバイオマスに関する情報提供やコンサルティング、実地指導
等を受けられます。

　　　　　正 会 員　協会事業の運営に参画するために入会した法人、団体、個人
　　　　　賛助会員　協会活動に賛助協力するために入会した法人、団体、個人
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注）ここでの「学生」は、大学院生、大学生、専門学校生、高校生を
対象にしており、入会時には学生証の写しもしくは在学証明書が必
要となります。

● 会員を募集しています ●

［問合せ先］
一般社団法人 日本有機資源協会（JORA）

Japan Organics Recycling Association

〒104-0033　東京都中央区新川2-6-16　馬事畜産会館401号室
　　TEL：03-3297-5618　FAX：03-3297-5619

　　URL：http://www.jora.jp/　E-mail：hq@jora.jp

奇跡の星 ・ 緑の地球のためにみんなが出来ることを始めましょう !

異常気象を感じつつも
自分には、一 企業には、何も出来ないと思っていませんか？一

JORAパンフ20160621.indd   1 2016/06/21   10:13:17



● 技術調査 ●

　バイオマスに関する新規技術や
新規事業等に関する各界各層の
情報収集を行うとともに、協会
の会員の皆様が有する知識や経験、
課題、提案等を集約し、テクノ
フォーラム等で情報発信を行っ
ています。

● 国際交流 ●

　バイオマスに関する海外
からの視察受入や問い合わ
せへの対応、国際的な取組
を行っている国内各団体等
との連携・協力を行い、国
内外における専門的なネッ
トワークの拡充を図ってい
ます。

● 人材育成 ●

　充実した講師陣とプログラムにより専門的かつ幅広い
知識を習得し、地域で活動できる人材を育成するための、
以下の人材育成講座を開催しています。
　各講座は、一般社団法人産業環境管理協会が運用する
「エネルギー・環境マネジャーキャリア段位制度評価対
象講座等」の以下のレベルに認定されています。
　①バイオマス活用アドバイザー養成研修……レベル４
　②バイオマス活用総合講座……………………レベル３
　③コンポスト生産管理者養成研修……………レベル３
　④コンポスト生産管理者フォローアップ研修…レベル３
　⑤メタン発酵技術アドバイザー養成研修……レベル２
　⑥バイオディーゼル燃料製造管理者

及び利用管理者養成研修…レベル２
　⑦バイオディーゼル燃料基礎講座……………レベル１
　⑧国内視察研修

● 普及啓発 ●

　バイオマスの活用を普及促進するため、以下の取組を行っ
ています。
①国関係省庁等の地球温暖化防止を直接担当されている方々
から、最新の動向や施策の実施状況、更にこれからの動
きや具体的な取組等について講演いただくバイオマスサ
ロンの開催。

②バイオマスや環境関連の展示会等への出展、協力。
③最新の情勢等に関するメールニュースの配信等。

● 出版物の発行等 ●

　「バイオマス活用ハンド
ブック」や各専門委員会作
成の調査報告書・マニュア
ル等の作成と販売を行って
います。

● 政府等の補助・受託事業 ●

　国や地方公共団体等が行う補助事業・委託事業等への積
極的な協力を行っています。
①バイオマス、食品産業、省エネルギー対策関連の国の
調査事業、普及啓発事業等の実施。

②全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会、日本バイ
オマス製品推進協議会、リン資源リサイクル推進協議会、
バイオマス資源総合利用推進協議会の事務局として、
運営業務を実施しています。

バイオマスとは、生物資源（bio）の量（mass）を表す概念で、「動植物から生ま
れた再生可能な有機性資源で、化石資源を除いたもの」と定義されています。
代表的なものに、家畜排せつ物や生ごみ、木くずなどがあります。

● バイオマスマークの認定 ●

　「バイオマスマーク」とは、生物由来の資源（バイオマス）を利用し、品質及び関連法規、
基準、規格等に合致している環境商品の目印になっています。
　「バイオマスマーク」は、提出された申請書に基づき、学識経験者と有識者
からなる審査委員会（２ヵ月に１回）で厳正な審査を行い、安心・安全なバイ
オマス商品を認定しています。また、認定後も炭素（C14）法でバイオマス
含有量を確認するとともに、国際的に認められた環境省のナショナルインベン
トリー二酸化炭素控除対象商品として温室効果ガス削減に寄与しています。 バイオマスマーク

● バイオマス活用の推進 ●

　バイオマス活用に関する要請、要望、相談等を
受けて、以下の業務等を行っています。
①バイオマス活用基本計画の策定、バイオマス
賦存量・活用状況等の調査。
②バイオマス事業化計画、バイオマス産業都市
構想の策定。
③バイオマス活用相談室において、資料提供、
面談指導、実地指導、講師派遣の実施。
④バイオマス活用アドバイザー（全国に約200
名）による支援活動の実施。

　「JORA」で当協会の
　HPが検索できます。

http://www.jora.jp/

バイオマスくん
©ochappi/SPiRiTS

一般社団法人 日本有機資源協会 の活動概要
私たちは、有機性資源（バイオマス）の総合的な有効利用を促進し、持続可能な循
環型社会の構築と環境保全に寄与するさまざまな活動を展開しています。

 ● 平成12年8月1日　　日本有機資源協会（任意団体）発足
 ● 平成14年3月29日　社団法人日本有機資源協会設立（主務官庁：農林水産省、環境省）
 ● 平成24年4月1日　　一般社団法人日本有機資源協会に移行（内閣府認定）
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